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今月の表紙『第13回農林商工まつり・柿の市』【2面に詳細記事】

柿の皮むき大会

品評会受賞農産物の「せり」餅まき
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第
13
回
農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿
の

市
盛
大
に
開
か
れ
る

第
13
回
農
林
商
工
ま
つ
り
・
柿
の
市
が
11

月
18
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広

場
）
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
農
産
物
品
評
会

に
出
展
さ
れ
た
１
７
６
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
15
人
の
方
に
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
飲
食
ブ
ー
ス
を
始
め
、
農

産
物
・
地
場
産
品
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の
催
し
が
あ
り
、
ま
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、

太
鼓
の
演
奏
、
午
後
か
ら
は
、
今
回
初
め
て

の
実
施
と
な
る
品
評
会
受
賞
農
産
物
の
「
せ

り
」
や
、
恒
例
の
来
場
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
暖
か
く
晴
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
約
４
，
５
０
０
人

の
来
場
者
に
よ
り
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

児
童
虐
待
を
な
く
そ
う
！

「
未
来
へ
と　

命
を
繋
ぐ

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９

11
％
っ
て
、
何
の
数
字
だ
と
思
い
ま
す

か
？
近
隣
・
知
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
児
童
虐

待
相
談
の
割
合
で
す
。

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を

発
見
し
た
場
合
、
わ
た
し
達
に
は
通
告
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。学
校
や
医
療
機
関
な
ど
は
、

児
童
虐
待
を
発
見
し
や
す
い
立
場
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
グ
ラ
フ

で
は
学
校
や
医
療
機
関
等
よ
り
も
近
隣
・
知

人
か
ら
の
相
談
が
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
児
童
虐
待
防
止
に
対
す
る
意
識

の
高
ま
り
と
、
子
育
て
を
地
域
で
応
援
す
る

と
い
う
住
民
の
思
い
の
表
れ
で
す
。

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
や
親
を

救
う
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

結
果
的
に
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
責
任

は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
笑
顔
を
な
く

さ
な
い
た
め
に
、
ま
た
子
育
て
に
不
安
を
感

じ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

～
愛
の
鞭
ゼ
ロ
作
戦
～

子
育
て
に
お
い
て
、
し
つ
け
と
称
し
て

叩
い
た
り
、
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば
か

り
か
、
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
「
健
や
か
親

子
21
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
た
す
け
て
！
」
の

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

■
子
ど
も
の
サ
イ
ン

・
不
自
然
な
あ
ざ
、
や
け
ど
、
打
撲

・
極
端
に
や
せ
て
い
る

・
服
や
体
が
汚
れ
て
い
る

・
表
情
が
な
く
、
大
人
を
み
る
と
お
び
え
る

・
乱
暴
で
落
ち
着
き
が
な
い

■
保
護
者
の
サ
イ
ン

・
子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の
配
慮
を
し
て

い
な
い

・
子
ど
も
を
家
に
残
し
て
よ
く
外
出
す
る

・
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど
も
に
あ
た
る

・
地
域
と
の
交
流
が
な
く
、
孤
立
し
て
い
る

※
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者

　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー
（
児
童
相
談
所
）

℡ 

０
７
３
‐
４
４
５
‐
５
３
１
２

平成 29年度和歌山県の児童虐待相談の相談者内訳

近隣・知人 11％

医療機関等 ５％

児童本人 １％
その他 ３％

県・市町村 28％

児童福祉施設等 ３％
警察等 32％

学校 ７％

親戚 ２％

家族 ７％
【平成 29年度和歌山県内における児童虐待相談の状況】より
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12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障
害
者
週

間
で
す

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
、
国
民
の
間
に

広
く
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
、
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
12

月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
を
「
障
害
者
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
で
は
、
平
成
29
年
12
月
に
「
和

歌
山
県
手
話
言
語
条
例
」
が
制
定
さ
れ
１
年

が
た
ち
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、「
手
話
」
は

ろ
う
者
（
※
）
に
と
っ
て
「
言
語
」
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
ろ
う
者
と
聞
こ
え
る

人
が
お
互
い
に
理
解
し
合
う
「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
障
害

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※「
ろ
う
者
」

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
で
、
手
話
を
言
語
と

し
て
生
活
し
て
い
る
人

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
、「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

拉
致
問
題
な
ど
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
は
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
り
、
警
察
で
は
拉
致
に
関
与
し
た
北
朝

鮮
工
作
員
や
「
よ
ど
号
」
犯
人
等
に
つ
い
て
、

逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
国
際
手
配
を
行
う
な

ど
、
拉
致
容
疑
事
案
の
全
容
解
明
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
拉
致
被
害
者
と
判
断
し

て
い
る
方
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
方
が
存
在
し
て

い
る
と
の
認
識
の
下
、
鋭
意
捜
査
・
調
査
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

海
南
警
察
署　

警
備
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

わ
か
や
ま
冬
の
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
！

　

期
間 

12
月
１
日
（
土)

～
12
月
10
日
（
月
）

冬
に
な
り
夕
暮
れ
が
早
く
、
帰
宅
時

に
は
視
界
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
師
走
の
慌
た
だ
し
さ
に
よ
る
注
意

力
の
低
下
な
ど
で
交
通
事
故
が
多
発
す

る
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
夕
暮

れ
時
と
夜
間
の
歩
行
・
運
転
を
す
る
と

き
は
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

～ 

気
を
付
け
よ
う
！

歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中 

～

・
子
ど
も
の
交
通
事
故
で
、
歩
行
中
の
事
故

原
因
の
約
３
割
が
「
と
び
出
し
」
で
す
。

子
ど
も
は
青
信
号
で
道
路
を
渡
る
と
き

も
、
周
り
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
、

運
転
者
は
急
な
と
び
出
し
な
ど
の
危
険
を

予
測
し
た
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
で
、
死
者
の
約
７
割

が
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
で
す
。

高
齢
者
は
通
り
慣
れ
て
い
る
道
路
で
も
、

周
り
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
運
転

者
は
速
度
を
控
え
、
高
齢
者
の
動
き
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

『
た
だ
今
、
猟
期
中
で
す
！

ご
注
意
と
お
願
い
』

和
歌
山
県
内
で
は
、
11
月
１
日
～
来
年
３

月
15
日
が
狩
猟
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ヒ
ヨ
ド
リ
他
27
種
類
の
鳥
類
、
イ
ノ
シ
シ

他
19
種
類
の
獣
類
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

■
住
民
の
皆
さ
ま
方
へ

山
林
付
近
で
活
動
さ
れ
る
場
合
は
、
事
故

防
止
の
た
め
に
目
立
つ
服
装
を
着
用
し
、

ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
ま
ま
携
帯
す
る
な
ど
事

故
防
止
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
狩
猟
さ
れ
る
方
へ

周
囲
や
近
隣
の
宅
地
へ
の
安
全
対
策
等
は

十
分
実
施
し
、
適
正
な
狩
猟
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１



42018.12

新神原団地新築工事の安全祈願祭の様子

きみのこどもまつり ミニ列車を楽しむ参加者の皆さん

花王の森おいし　植樹（2018）参加の皆さん

寺本町長による
穿初の儀

紀美野町パークゴルフ秋大会
ねんりんピックプレイベントの様子

国保野上厚生総合病院で
購入された気管支ファイバースコープ
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10
月
29
日
に
新
神
原
団
地
新
築
工
事
の
安

全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
が
出
席

し
、
工
事
の
安
全
と
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

今
回
建
設
さ
れ
る
町
営
住
宅
の
概
要
は
、

木
造
平
屋
建
て
が
５
戸
、
１
戸
当
た
り
延
床

面
積
50
・
51
㎡
（
２
Ｄ
Ｋ
）
、
木
造
２
階
建

て
が
４
戸
、
１
戸
当
た
り
延
床
面
積
81
・
95

㎡
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
で
、
３
月
末
の
完
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

【
写
真
は
４
頁
上
段
】

11
月
11
日
紀
美
野
町
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公

園
に
て
、
紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
秋
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
大
会
」

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
開
催
し
、
県
内

の
み
な
ら
ず
、
大
阪
、
奈
良
、
兵
庫
の
遠
方

よ
り
総
勢
１
１
９
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋
晴
れ
の
素
晴
ら
し

い
天
気
の
中
、
皆
さ
ん
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

入
賞
者
【
男
性
の
部
】

山
口 

美
智
男
99
打
（
岩
出
市
）

森
下 

康
彦
101
打
（
紀
美
野
町
）

塩
谷 

佳
治
102
打
（
岩
出
市
）

入
賞
者
【
女
性
の
部
】

花
田 

洋
子
108
打
（
紀
美
野
町
）

松
本 

春
子
108
打
（
大
阪
府
）

小
椋 

愛
美
112
打
（
紀
美
野
町
）〔

敬
称
略
〕

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
獲
得
者　

16
人

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は
、
60
歳
以
上
の
高

齢
者
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た

ち
が
楽
し
め
る
総
合
的
な
祭
典
で
す
。

１
９
８
８
年
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ

れ
、
２
０
１
９
年
の
第
32
回
大
会
は
和
歌
山

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
紀
美
野
町
で
は
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
種
目
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
写
真
は
４
頁
中
段
左
】

花
王
（
株
）
に
よ
る
『
花
王
の
森　

お
い

し　

植
樹
（
２
０
１
８
）
』
が
11
月
10
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
の
取
り
組
み

と
し
て
、
自
生
す
る
苗
木
を
採
取
し
て
育
て

た
「
く
ぬ
ぎ
」
や
「
こ
な
ら
」
ま
た
、
「
か

や
」
な
ど
を
、
寺
本
町
長
を
は
じ
め
花
王
の

社
員
の
方
々
や
ご
家
族
、
関
係
者
が
一
緒
に

な
っ
て
森
林
保
全
活
動
の
取
組
の
一
環
と
し

て
植
樹
を
し
ま
し
た
。

【
写
真
は
４
頁
下
段
右
】

気
管
支
鏡
検
査
は
、
胸
部
異
常
影
、
血

痰
、
難
治
性
咳
嗽
（
が
い
そ
う
）
な
ど
の
原

因
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

気
管
支
鏡
は
、
胃
カ
メ
ラ
よ
り
小
さ
く
細

い
カ
メ
ラ
に
な
り
ま
す
。
気
管
支
内
を
観
察

し
、
採
痰
（
痰
を
と
る
）
や
生
検
（
組
織
を

つ
ま
む
）
な
ど
で
細
菌
検
査
や
病
理
検
査
を

行
い
原
因
究
明
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
気
管
支
鏡
で
治
療
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
治
療
と
し
て
、
気
管
内
異
物
除

去
や
気
胸
（
き
き
ょ
う
）
治
療
、
気
管
支
拡

張
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
持
ち
運
び
が
簡
単
な
ポ
ー
タ
ブ
ル

気
管
支
鏡
を
購
入
し
て
、
ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
で

使
う
こ
と
が
で
き
、
病
室
内
で
の
気
管
支
の

観
察
や
痰
の
吸
引
な
ど
も
迅
速
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
で

も
、
義
歯
に
よ
る
気
管
内
や
口
腔
内
の
異
物

の
確
認
に
有
用
な
患
者
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
今
後
の
診
療
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
内
科
外
来
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
（
代
表
）

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
７
８

【
写
真
は
４
頁
下
段
左
】

10
月
27
日
、
第
13
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ

り
が
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も

り
広
場
）
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
町
内
の
保

育
園
児
や
小
学
生
、
保
護
者
ら
約
２
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
「
子
ど
も
た
ち
に
創
り
出
す
喜
び

と
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
」
を

テ
ー
マ
に
「
カ
ン
バ
ッ
チ
」
「
エ
コ
バ
ッ

グ
」
「
ひ
こ
う
き
」
「
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

「
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
」
「
ス
ラ
イ
ム
」
の
各

コ
ー
ナ
ー
で
、
子
ど
も
達
が
真
剣
な
表
情
で

作
品
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
遊
び

の
広
場
で
は
、
ミ
ニ
列
車
に
乗
っ
た
り
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
楽
し
ん
だ
り
、

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
仲
間
と
過
ご
し
ま

し
た
。

【
写
真
は
４
頁
中
段
右
】

町
営
住
宅
「
新
神
原
団
地
」
建
設
へ　

安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
秋
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

開
催

『
花
王
の
森　

お
い
し　

植
樹
（
２
０

１
８
）
』
が
行
わ
れ
ま
し
た

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
だ
よ
り

気
管
支
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
購
入

し
ま
し
た

み
ん
な
で
、
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！

第
13
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
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①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合
、
１
か

月
の
自
己
負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

℡ 

０
１
２
０
‐
５
３
‐
０
０
０
６
（
通

話
無
料
）

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

紀
美
野
町
で
は
、
帰
郷
（
Ｕ
タ
ー
ン
）

さ
れ
た
方
に
、
１
世
帯
に
付
基
本
５
０
，

０
０
０
円
の
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

要
件
に
該
当
す
る
方
で
、
紀
美
野
町
に
定
住

予
定
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
要
件

５
年
以
上
前
に
転
出
し
、
再
度
転
入
さ
れ

た
50
歳
未
満
の
方
で
、
こ
れ
か
ら
５
年
以

上
生
活
の
基
盤
を
紀
美
野
町
に
お
か
れ
る

方
。

※
異
動
届
を
伴
う
転
出
入
が
対
象
。

※
転
入
時
点
で
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
。

■
奨
励
金
額　

Ｕ
タ
ー
ン
者
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

（
世
帯
員
が
い
る
場
合
は
１
人
に
つ
き

　

１
０
，
０
０
０
円
加
算
）

■
申
請
期
間　

転
入
日
か
ら
１
年
間

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

障
害
年
金
と
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て

生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
に
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

年
金
で
す
。
障
害
年
金
に
は
「
障
害
基
礎
年

金
」
「
障
害
厚
生
年
金
」
が
あ
り
、
病
気
や

ケ
ガ
で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
と
き

に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
場
合
は
「
障

害
基
礎
年
金
」
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
場
合
は
「
障
害
厚
生
年
金
」
が
請
求
で
き

ま
す
。
「
障
害
基
礎
年
金
」
と
「
障
害
厚
生

年
金
」
は
請
求
先
が
異
な
り
ま
す
。
「
障
害

基
礎
年
金
」
は
役
場
、
「
障
害
厚
生
年
金
」

は
年
金
事
務
所
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
の

で
、
請
求
を
行
う
場
合
は
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に

は
、
い
く
つ
か
の
受
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

受
給
を
お
考
え
の
方
は
役
場
住
民
課
、
ま

た
は
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
年
金
に
つ
い
て
詳
し
く
相

談
し
た
い
方
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

℡　

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

◇
受
付
時
間

月
曜
日　
　
　

８
時
30
分
～
19
時

火
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

第
２
土
曜
日　

９
時
30
分
～
16
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開
所
日

に
19
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
は
除
く
）
、
12
月

29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０　

②
健
康
診
査
に
つ
い
て

健
康
診
査
は
平
成
31
年
２
月
末
日
ま
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち

の
方
で
、
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
自
身
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
診
査

〇
対
象
者　

被
保
険
者
全
員

〇
検
査
項
目　

問
診
、
計
測
、
診
察
、
脂

質
、
肝
機
能
、
尿
、
腎
機
能
、
代
謝
系

〇
実
施
場
所　

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実

施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医

療
機
関

〇
費
用　

無
料

■
歯
科
健
康
診
査

〇
対
象
者

平
成
30
年
３
月
末
で
75
歳
、
80
歳
、
85
歳

の
方
と
90
歳
以
上
の
方

〇
検
査
項
目　

問
診
、
口
腔
内
検
査
、
口
腔

機
能
検
査

〇
実
施
場
所　

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実

施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医

療
機
関

〇
費
用　

無
料

■
対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受
診
券
等
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
等
の
紛
失
や
ご
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
・
募
集

Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

障
害
年
金
に
つ
い
て
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●
平
成
31
年
度
（
平
成
30
年
分
）
給
与
支
払

い
報
告
書
に
つ
い
て

法
人
、
個
人
を
問
わ
ず
、
平
成
30
年
中
に

給
与
等
を
支
払
わ
れ
た
方
は
、
す
べ
て
の
従

業
員
に
つ
い
て
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括

表
お
よ
び
個
人
別
明
細
書
）
を
作
成
し
、
関

係
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所
得
者
に

と
っ
て
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に
代
わ
る

重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
ご

記
入
の
う
え
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
　
　

平
成
31
年
１
月
31
日

■
提
出
対
象
者

平
成
30
年
中
に
給
与
等
の
支
払
い
を
し
た

す
べ
て
の
従
業
員
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
、
法
人
役
員
等
を
含
む
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
青
色
事
業
専
従
者
へ
の
給
与
に

該
当
す
る
場
合
（
確
定
申
告
を
し
て
い
る

場
合
も
含
む
）
や
、
源
泉
所
得
税
が
か
か

ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
提
出
先

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
の
従
業
員
の
住

所
地
（
住
民
税
担
当
課
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
退
職
時
の
住
所
地
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合　

特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
内
に
あ
る

理
美
容
室
で
運
営
で
き
る
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格　

保
健
所
よ
り
「
理
・
美
容
師

出
張
業
務
届
出
済
証
」
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者

■
運
営
期
間

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～
複
数
年

■
運
営
条
件　

週
３
回

13
時
～
17
時
の
間
常
駐
で
き
る
者

■
運
営
場
所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　

や
す
ら
ぎ
園
内　

理
美
容
室

■
応
募
期
間

平
成
30
年
12
月
１
日
～

　
　
　

平
成
31
年
１
月
31
日

■
そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

海
南
海
草
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
７

●
和
歌
山
県
と
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
未
実
施
の
事
業
所
を
特
別
徴
収
義
務
者

に
指
定
し
、
６
月
支
払
分
の
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
の
差
し
引
き
）
を

徹
底
し
ま
す

「
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
給
与

等
の
支
払
者
」
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
全
て
の
従
業
員

に
つ
い
て
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
し
て

い
た
だ
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
（
ａ
～
ｄ
）
は
普
通
徴

収
（
従
業
員
が
自
分
で
納
付
）
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

給
与
支
払
報
告
書
提
出
時
に
「
普
通
徴
収

切
替
理
由
書
兼
仕
切
紙
」
を
添
付
の
う
え
、

給
与
支
払
報
告
書
摘
要
欄
に
次
の
略
号
を
記

載
願
い
ま
す
。
（
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
兼

仕
切
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

ａ　

退
職
者
ま
た
は
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
し
た
年
の
５
月
31
日
ま
で
の
退

職
予
定
者

ｂ　

給
与
が
少
な
く
、
個
人
住
民
税
を
特

別
徴
収
し
き
れ
な
い
者

ｃ　

給
与
の
支
払
期
間
が
不
定
期
（
例
：

給
与
の
支
払
が
毎
月
で
は
な
い
）

ｄ　

他
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
者

　
（
乙
欄
適
用
者
）

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
す
ら
ぎ
園
に
お
け
る
理
美
容
室
運

営
者
の
公
募
に
つ
い
て

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』自衛官採用試験について

募集種目 募集人員 受付期間
(締切日必着) 試験日 受験資格

自衛官候補生
（男子および女子） 別　示 試験日前日 12月15日(土)

８時～17時(基準)
日本国籍を有する

18歳以上33歳未満の者

※平成30年10月１日より、自衛官候補生の応募資格が一部改正されました。
　改正前：18歳以上27歳未満の男子および女子　改正後：18歳以上33歳未満の男子および女子
■問い合わせ　防衛省・自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　　　　　　　℡(Fax兼) ０７３７‐８２‐６６３１　和歌山地本ホームページ「和歌山地本」で検索
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平
成
30
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】　

★
こ
ど
も
園
・
保
育
所
開
放
の
ご
案
内

　
(

１
歳
児
～
）

■
き
み
の
こ
ど
も
園

12
月
10
日
（
月
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
４
４

■
神
野
保
育
所

12
月
５
日
（
水
）
・
19
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
４
９ 

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内 

 

■
コ
ア
ラ
教
室
【
12
月
５
日（
水
）】

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）　

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
12
月
18
日
（
火
）
】

（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

「
ミ
ニ
マ
ネ
ー
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
12
月
10
日
（
月
）
実
施　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
12
月
18
日
（
火
）
実
施

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～ 

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の
こ

ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。 

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　
　
　
　
　

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
検
診
結
果
を
説

明
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
今

後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

生
活
改
善
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ
イ
ル

を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体
脂

肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

い
く
つ
に
な
っ
て
も
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
た
め
、
今
一
度
健
康
と
食
事
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

こ
の
教
室
の
内
容
は
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
、
保
健
師
か
ら
の
講
話
と
調
理
実
習
で

す
。12

月
の
予
定

■
日　

時　

12
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

15
人

■
申
込
締
切　

12
月
12
日
（
水
）

■
用
意
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
食
材
料
費
３
０
０
円

■
12
月
の
講
座
内
容

・
閉
じ
こ
も
ら
な
い
た
め
に

・
噛
む
こ
と
の
効
果

・
調
理
実
習

（
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
か
ら
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０　
　

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@
tow

n.kim
ino.lg.jp

【
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
12
月
の
日
程
）
】

【
健
康
づ
く
り
講
座
の
お
知
ら
せ
】

【
保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）
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★
た
ば
こ
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
…

★
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
…

★
大
切
な
人
に
や
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
…

★
禁
煙
の
方
法
を
知
り
た
い
方
…

※
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
日
時　

12
月
13
日
（
木
）
19
時
～
20
時

■
内
容:

無
理
の
な
い
禁
煙
に
つ
い
て

「
た
ば
こ　

思
い
切
っ
て

や
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

☆
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
（
禁
煙
補
助
薬
）
体
験

希
望
の
方
に
無
料
引
換
券
配
布
し
ま
す
。

■
講
師

　

海
南
薬
剤
師
会　

副
会
長　

原　

隆
亮 

氏

　
（
日
本
禁
煙
科
学
会　

認
定
禁
煙
支
援
士
）

■
開
催
場
所

　

海
南
保
健
所　

２
階　

大
会
議
室

（
海
南
市
大
野
中
９
３
９
）

■
募
集
定
員　

30
人

■
申
込
締
切　

12
月
７
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

海
南
保
健
所

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
６
０
０

■
申
込
締
切　

12
月
12
日
（
水
）

■
用
意
す
る
物　

必
要
な
方
は
眼
鏡

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

最
近
物
忘
れ
が
増
え
て
き
た
…
物
忘
れ
は

な
い
が
、
予
防
に
役
立
て
た
ら
…
と
お
考
え

の
皆
さ
ん
、
脳
の
健
康
度
を
調
べ
る
検
査

（
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
）
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
？フ

ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査
と
は

★
認
知
症
に
な
る
と
低
下
し
が
ち
な
脳
の

５
つ
の
機
能
（
記
憶
、
注
意
分
割
、
計

画
力
な
ど
）
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

※
認
知
症
を
診
断
す
る
検
査
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

★
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
課
題
を

指
定
の
用
紙
に
各
自
記
入
し
て
い
き
ま

す
。
課
題
は
６
問
で
検
査
時
間
は
約
45

分
で
す
。

★
結
果
は
性
別
・
年
齢
等
考
慮
し
、
65
～

85
歳
未
満
の
統
計
を
元
に
割
り
出
し
ま

す
。

★
自
分
の
得
意
な
と
こ
ろ
や
苦
手
な
と
こ

ろ
が
わ
か
り
、
予
防
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
日
時　

①
12
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　

②
12
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
内
容　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
と
フ
ァ
イ
ブ

・
コ
グ
検
査

②
検
査
結
果
説
明
と
認
知
症
に
つ

い
て
の
講
話

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
巡
回
相
談

日
以
外
で
も
電
話
相
談
は
随
時
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
相
談
窓
口
（
巡
回
相
談
予
約
先
）

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

・
国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

指
定
相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

・
療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

・
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３-

４
８
９-
９
９
６
０

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事 業 名 対象・内容等 日時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

12月10日（月）
９ 時 30 分～ 10 時 30 分 ( 受付 )

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取り
にお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師
が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

12月12日（水）　
12月26日（水）　　

13 時 30 分～
骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

12月10日（月）　　　　　　　
10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡０７３‐４８２‐０６００

NO SMOKING

禁
煙
講
座
開
催
の
ご
案
内

脳
の
健
康
度
検
査
の
お
知
ら
せ

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

※
「
通
行
止
め
」
・
「
ご
声
援
」

の
お
願
い

全
国
各
地
か
ら
１
，
０
０
０
人

以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
た

め
、
当
日
会
場
周
辺
は
大
変
混
雑

し
ま
す
。
通
行
止
め
及
び
交
通
安

全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
地
図
参
照
）

ま
た
、
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い

ご
声
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時

平
成
31
年
１
月
20
日
（
日
）

15
時
～
開
演
（
開
場
45
分
前
）

■
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演
者

大
倉
佳
栄
（
バ
イ
オ
リ
ン
）

中
谷
政
文
（
ピ
ア
ノ
）

■
司
会

金
子
三
勇
士
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

■
内
容　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
Ｆ
Ｍ
放

送
の
公
開
録
音
を
実
施
し
ま

す
。
関
西
ゆ
か
り
の
若
手
演
奏

家
を
招
き
、
司
会
者
に
よ
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交
え
な
が
ら
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
お
聴
き
い

た
だ
く
番
組
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局

（
℡ 

０
７
３
‐
４
２
４
‐
８
１
１
１
）

※
平
日　

９
時
30
分
～
18
時

・
文
化
セ
ン
タ
ー

※
水
～
日　

９
時
～
17
時

■
申
込
方
法　

左
記
の
郵
便
往
復

は
が
き
記
入
例
を
参
考
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
の
お
子
様
の
ご
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

う
え
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
で

２
人
入
場
可
）
を
送
付
し
ま
す
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情

報
は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の

ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
受
信
料

の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切

12
月
25
日
（
火
）
必
着

①
天
の
川
が
見
え
る
こ
た
つ
カ
フ
ェ

■
日
時　

12
月
１
日
（
土
）
、
８
日
（
土
）

②
大
接
近
!!
ウ
ィ
ル
タ
ネ
ン
彗
星
カ
フ
ェ

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）

※
こ
た
つ
カ
フ
ェ
も
兼
ね
て
い
ま
す

■
内
容　

大
接
近
し
て
い
る
ウ
ィ
ル
タ
ネ

ン
彗
星
が
双
眼
鏡
で
観
る
こ
と
が
出
来

る
か
も
！

③
色
ん
な
月
面
が
撮
れ
る
カ
フ
ェ

■
日
時　

12
月
15
日
（
土
）
、

　
　
　
　

22
日
（
土
）
、
23
日
（
日
）

※
15
日
の
開
館
は
18
時
で
す

■
内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
小

型
望
遠
鏡
で
月
面
を
撮
影
で
き
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
レ
ン
ズ
交
換
式

カ
メ
ラ
な
ど
は
対
象
外
で
す
。
）

④
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ー
パ
ー
ビ
ン
ゴ
大
会

■
日
時　

12
月
24
日
（
月
）

20
時
30
分
～
（
年
内
最
終
営
業
日
）

■
内
容　

豪
華
景
品
が
も
ら
え
る
ビ
ン
ゴ

大
会
を
実
施
し
ま
す

※
右
記
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
す
べ
て

・
夜
の
観
望
会
（
①
・
②
・
③
）

参
加
料
２
０
０
円
（
事
前
申
込
不
要
）　

　

時
間　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

　
　
　
　

20
時
30
分
～
21
時
30
分

・
カ
フ
ェ
営
業　

18
時
～
22
時
頃
ま
で

（
出
店
業
者
の
都
合
・
天
候
に
よ
り
カ

フ
ェ
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　
み
さ
と
天
文
台

■
日
時　

12
月
16
日
（
日
）
９
時
～
12
時

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

通行止

町道長谷国木原線

町道動木志賀野線
ドーシェル

（パン屋さん）

工業団地

国道 424号

国道 370号
紀美野町役場

五色台
聖　苑

通
行
止

のかみふれあい公園
県動物愛護センター■通行止め　（10時～12時30分）

町道志賀野井ノ口線
（五色台聖苑前～のかみふれあい公園～
ドーシェル（パン屋さん手前)）

〒640-8556
（住所不要）
NHK和歌山放送局
「リサイタル・

ノヴァ」係

※返信面は
　白紙のままで

①郵便番号
②ご 住 所
③お 名 前

①郵便番号
②ご 住 所
③お 名 前
④電話番号

往信表 返信裏

返信表 往信裏

み
さ
と
天
文
台
イ
ベ
ン
ト

教育委員会
　教育課
　　生涯学習室

℡ 073‐489‐5915

　　青少年センター
℡ 073‐489‐5909

文化センター
℡ 073‐495‐9055

中央公民館
℡ 073‐489‐2877

小川地区公民館
℡ 073‐489‐4511

志賀野地区公民館
℡ 073‐489‐5145

自然体験世代交流センター
℡ 073‐495‐3127

みさと天文台
℡ 073‐498‐0305

スポーツ公園管理棟
℡ 073‐489‐5368

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音

「
リ
サ
イ
タ
ル
・
ノ
ヴ
ァ
」

観
覧
者
募
集

第
13
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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10
月
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
「
こ
け
だ
ま
つ
く
り
」

を
楽
し
み
、
文
化
祭
に
展
示
し

ま
し
た
。

○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

５
日　

干
し
柿
つ
く
り

12
日　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
つ
く
り

19
日　

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し
よ
う

26
日　

お
休
み

※
５
日
・
12
日
は
交
流
ふ
れ
あ
い

ル
ー
ム
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
中
央
公
民
館
ま
で
。

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ　

練
習

12
日　
　
　
　
　

19
日　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

26
日　

年
賀
状
を
か
こ
う

■
展
示
期
間

　

平
成
31
年
２
月
28
日
ま
で

■
展
示
場
所

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン

タ
ー
・
役
場
本
庁
・
美
里
支
所

※
敬
称
略

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

い
の
せ
な
る
・
う
し
い
さ
ち

ほ
・
か
ね
つ
き
み
か
・
か
わ
ぐ

ち
と
も
き
・
か
わ
の
こ
う
た
ろ

う
・
く
ぼ
ひ
ろ
と
・
し
ば
さ
き

あ
る
と
・
な
や
つ
ば
き
・
ま
え

べ
や
み
さ
き
・
や
ま
さ
き
か
な

た
・
よ
し
だ
ふ
う
か

【
神
野
保
育
所
】

い
わ
は
し
こ
う
き
・
し
も
が
い

と
か
え
で
・
ふ
る
さ
か
ま
な

と
・
ま
え
だ
な
な

【
野
上
小
学
校
】

し
ば
さ
き
れ
お
・
か
の
う
さ

き
・
た
む
ら
そ
う
ま
・
は
や
し

だ
ゆ
い
か
・
河
野
颯
太
郎
・
田

伏
七
斗
・
土
井
佑
季
奈
・
中
谷

海
友
・
黒
土
真
音
・
中
原
悠

雅
・
屋
野
吏
紀
・
名
倉
大
輔
・

松
元
里
恋
・
黒
土
琴
映
・
平
岩

笑
花

【
小
川
小
学
校
】

新
谷
祐
太
・
八
木
一
蕗
・
奥
美

歌
・
大
谷
健
斗
・
ア
レ
ン
璃

己
・
小
川
巧
貴

【
下
神
野
小
学
校
】

に
し
も
ん
も
も
か
・
硲
宇
弥
・

森
本
佳
秀
・
岡
大
介
・
野
口
愛

花
・
芝
滝
大
裕

【
野
上
中
学
校
】

東
若
葉
・
今
出
唯
月
・
岩
橋
香

奈
・
貝
野
凜
乃
・
唐
門
紘
・
北

田
志
帆
・
栗
山
悠
那
・
桑
添
宇

京
・
酒
井
大
輔
・
静
川
桃
音
・

西
井
華
心
・
水
越
う
ら
ら
・
道

上
晴
斗
・
森
谷
友
海
・
吉
見
成

未
【
美
里
中
学
校
】

東
恵
莉
果
・
坂
安
佳
里
・
上
野

山
雄
斗
・
長
野
花
音
・
中
前
吉

広訂
正
と
お
詫
び

前
月
号
の
図
書
室
だ
よ
り
～

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
に
お
い

て
、
道
上
心
菜
さ
ん
の
学
年
が

野
上
小
学
校
６
年
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
野
上
小
学
校
３
年

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
さ
ざ
な
み
の
よ
る
」　

木
皿
泉　

著

「
あ
ー
ん
！
は
が
ぬ
け
な
い
」

ゆ
ー
ち 

み
え
こ　

絵

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
ス
イ
ー
ト
・
ホ
ー
ム
」
原
田
マ
ハ　

著

「
か
ぶ
き
や
パ
ン
」長
野
ヒ
デ
子　

著

■
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の

休
室
の
お
し
ら
せ

12
月
14
日
（
金
）、
15
日
（
土
）

は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。
本
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

歌　

の　

小　

道

亡か

あ母
さ
ん
の
柿
の
葉
ず
し
を
も
う
一
度

　
　
　
　
　

ふ
と
振
り
返
る
秋
の
夜
長
に　
　
　
　
　
　

小
根
田　

牧
子

外と

つ
国
の
人
に
囲
ま
れ
高
野
山

　
　
　
　
　

孫
と
見
上
ぐ
る
三さ

ん
こ鈷

の
私
を　
　
　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

幼
き
日
父
に
連
れ
ら
れ
阪
急
へ

　
　
　
　
　

今
映
像
に
て
遠
き
思
い
出　
　
　
　
　
　
　

奥　
　

ふ
み
代

待
ち
わ
び
た
恵
み
の
雨
に
ほ
っ
と
す
る

　
　
　
　
　

朝
夕
の
風
や
さ
し
さ
覚
ゆ　
　
　
　
　
　
　

横
出　
　

圭
子

星
空
に
大
三
角
を
見
つ
け
た
り

　
　
　
　
　

神
話
を
辿
り
し
ば
し
の
乙
女　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

庭
紅も

み
じ葉

見
事
色
づ
き
見
上
ぐ
れ
ば

　
　
　
　
　

共
に
過
し
し
長
き
歳
月　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　
　

玉
子

幾
日
も
会
話
な
さ
ず
に
過
ぎ
た
れ
ば

　
　
　
　
　

犬
を
飼
い
た
し
と
婿
に
電
話
す　
　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

「
頑
張
っ
た
」
疲
れ
し
手
足
の
ば
し
つ
つ

　
　
　
　
　

溢
れ
ん
ば
か
り
の
湯
舟
に
浸
る　
　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

秋
風
に
揺
れ
る
秋コ

ス
モ
ス桜
見
る
に
つ
け

　
　
　
　
　

花
器
に
差
す
よ
り
野
に
あ
り
て
こ
そ　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

一
万
字
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
夜
長
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

落
鮎
や
最
終
走
者
通
過
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　
　

紀
生

冷
ま
じ
や
歯
医
者
に
も
あ
る
無
影
灯　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

膝
の
子
に
膝
を
揺
ら
し
て
小
春
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

糶
る
ま
で
の
殺
気
を
ほ
ぐ
す
焚
火
か
な　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

名
刹
の
僧
も
待
ち
た
る
竜
田
姫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

久
々
の
我
が
家
は
猪
の
垣
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
中　
　

史
子

鹿
よ
け
の
柵
を
ま
た
ぎ
て
友
の
家　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

京
一
望
の
山
荘
や
冬
日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝　

な
を
み

無
人
の
棚
に
一
籠
の
柿
を
買
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

棚
田
て
ふ
風
の
遊
び
場
冬
う
ら
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　
　

哲
郎

交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

児
童
生
徒
絵
画
作
品
展
示　

き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
！

図
書
室
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
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■
新
刊
紹
介

「
母
さ
ん
が
ど
ん
な
に
僕
を
嫌
い
で
も
」

歌
川
た
い
じ　

著

「
君
が
生
き
る
意
味
」松
山
淳　

著

な
ど
を
中
央
公
民
館
お
よ
び
文

化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
蔵
書
し

て
い
ま
す
。

■
人
権
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
家
族
の
日
」
（
１
０
４
分
）

「
ケ
ア
ニ
ン 

あ
な
た
で
よ
か
っ
た
」

（
１
０
５
分
）

〇
各
種
団
体
研
修
や
一
般
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
、
中
央
公
民
館
図

書
室
に
て
貸
出
し
い
た
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11
月
18
日
に
中
央
公
民
館
和
室

で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
23
人
、
将
棋

10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
囲
碁
は

２
組
に
分
か
れ
、
ハ
ン
デ
ィ
戦
５

回
戦
で
総
得
点
で
順
位
を
決
め
、

将
棋
は
総
平
手
戦
８
回
戦
を
行
い

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

■
囲
碁
の
部

優　

勝　

瀬
藤
康
記
（
和
歌
山
市
）

準
優
勝　

森
川
敏　

（
有
田
市
）

３　

位　

福
富
浩
二
（
和
歌
山
市
）

■
将
棋
の
部

優　

勝　

市
原
静
夫 

（
海
南
市
）

準
優
勝　

唐
崎
民
夫 

（
海
南
市
）

３　

位　

大
倉
勝
美
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

た
だ
今
、「
親
木
会
（
木
彫
り
教

室
）」・「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
会
」・「
リ

サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
」
の
皆
さ
ん
の
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
作
品
を
ぜ
ひ
一
度
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。（
１
月
下
旬
ま
で
展
示
）

真
暗
な
海
上
、
日
の
岬
の
燈
台
の
一

条
の
光
り
を
眺
め
て
か
ら
暫
く
で
田
辺
へ

入
港
。
客
の
３
分
の
２
程
が
下
船
し
て
広

く
な
っ
た
船
内
の
一
隅
で
、
草
夫
か
ら
も

ら
っ
た
酒
を
と
り
出
し
て
飲
み
始
め
ま

す
。
や
が
て
明
け
や
す
い
６
月
初
旬
の
し

の
の
め
の
空
の
下
に
潮
岬
が
姿
を
現
わ
し

ま
す
。
あ
る
種
の
感
慨
を
も
っ
て
岬
を
眺

め
た
筈
で
す
。
牧
水
は
山
も
河
も
大
好

き
。
そ
れ
に
岬
も
大
好
き
な
ん
で
す
。

大
正
４
年
３
月
牧
水
は
三
浦
半
島
に
転

居
し
、
そ
こ
の
海
辺
に
立
ち
ま
す
と
右
か

ら
も
左
か
ら
も
岬
が
沖
へ
伸
び
て
い
る
の

で
、
同
年
12
月
に
生
ま
れ
た
長
女
に
「
み

さ
き
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
長
男
は

「
旅
人
」
長
女
は
「
み
さ
き
」
我
が
子
の

命
名
に
も
牧
水
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
牧
水
の
心
に
各
地
の
岬
の
想

い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
潮
岬
、
黒
潮

踊
る
紀
伊
の
海
。
黒
々
と
し
た
無
数
の
岩

礁
に
白
く
飛
沫
が
た
わ
む
れ
る
の
を
見
つ

め
た
り
、
白
亜
の
燈
台
を
断
崖
の
上
に
眺

め
、
し
み
じ
み
と
旅
情
を
か
み
し
め
た
に

違
い
な
い
牧
水
。
や
が
て
潮
岬
は
後
方
に

烟
っ
て
見
え
な
く
な
り
、
左
手
に
大
島
が

見
え
そ
こ
も
過
ぎ
る
こ
ろ
、
遥
か
前
方
に

名
に
し
負
う
熊
野
の
連
山
が
姿
を
現
し
た

と
き
心
の
ひ
ら
め
き
の
ま
ま
に
次
の
２
首

を
詠
じ
ま
す
。

11
月
３
日
・
４
日
に
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
て
徳
島
県
、
兵
庫
県
、
大
阪

府
等
県
内
外
よ
り
高
・
低
学
年
24

チ
ー
ム
を
招
き
、
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
、
高
学
年
部
で

紀
美
野
町
杯
３
位
、
低
学
年
部
で

紀
美
野
町
杯
準
優
勝
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
の
試
合

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
学
年
の
部
】

〇
第
１
試
合

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２
対
０　

箕
島
ベ
ル
カ
ー
ノ

（
有
田
市
）

〇
第
２
試
合

　

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

３
対
２　

撫
養
Ｓ
Ｃ

（
徳
島
県
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
で
紀
美
野
町
杯

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出

〇
準
決
勝

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

０
対
６　

ミ
ラ
グ
ロ
ッ
ソ
海
南

（
海
南
市
）

【
低
学
年
の
部
】

〇
第
１
試
合

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

12
対
０　

田
鶴
Ｊ
Ｓ
Ｃ

（
有
田
市
）

〇
第
２
試
合

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２
対
０　

東
浦
Ｆ
Ｃ

（
兵
庫
県
）

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
で
紀
美
野
町
杯

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

〇
準
決
勝

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

２
対
１　

岬
Ｊ
Ｓ
Ｃ

（
大
阪
府
）

〇
決
勝

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ　

１
対
２　

ア
ゼ
リ
ア
Ｆ
Ｃ

（
大
阪
府
）

あ
と
の
歌
は
、
勝
浦
中
の
島
旅
館
の

庭
に
歌
碑
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
申
し
上

げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
勝
浦
に
入
港

し
た
船
か
ら
降
り
立
っ
た
牧
水
は
、
近
く

の
茶
屋
の
主
人
の
案
内
を
聞
き
目
の
前
に

浮
か
ぶ
赤
嶋
温
泉
に
渡
り
ま
す
。
憧
れ
の

熊
野
。
そ
こ
は
古
来
か
ら
の
歌
枕
の
地
。

万
葉
の
歌
人
「
人
麻
呂
」
や
「
西
行
」
の

歌
っ
た
「
百
重
な
す
浜
木
綿
」
の
咲
き
匂

う
白
い
花
を
牧
水
は
見
た
の
で
し
ょ
う

か
。
折
し
も
初
鰹
の
季
節
で
す
。
初
夏
の

熊
野
で
第
一
夜
、
鰹
の
た
た
き
と
熊
野
の

地
酒
が
、
こ
の
遠
来
の
客
を
憩
わ
せ
和
ま

せ
独
り
静
か
に
い
く
度
と
な
く
盃
を
傾
け

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
し
た
た
か
に
わ
れ

に
喰
わ
せ
よ　

名
に
し
負
う
熊
野
が
浦
は

い
ま
鰹
時
」

翌
朝
、
律
儀
な
牧
水
は
早
速
草
夫
宛
、

絵
ハ
ガ
キ
に
礼
状
を
し
た
た
め
ま
す
。

（
野
上
を
訪
れ
た　

若
山
牧
水　

よ
り
）

最
終
話
に
続
く

な
が
な
が
し
き　

旅
の
終
わ
り
に　

紀
の
国
の

　
　
　
　

友
が
り
寄
り
て　

銭
借
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　

（
注
）
友
が
り
・
・
・
友
の
所

借
り
得
た
る　

路
銀
を
し
か
と　

ふ
と
こ
ろ
の

　
　
　
　

奥
に
収
め
て　

夜
船
に
乗
る

船
に
し
て　

い
ま
は
夜
明
け
つ　

小
雨
ふ
り

　
　
　

け
ぶ
れ
る
崎
の　

み
熊
野
の
見
ゆ

日
の
岬　

潮
の
岬
は　

過
ぎ
ぬ
れ
ど

　
　
　

な
お
は
る
け
し
や　

志
摩
の
波
切
は

船
は
田
辺
ま
で
非
常
に
こ
み
ま
し
た
。
寝
る

こ
と
も
出
来
な
い
ほ
ど
、
幸
い
に
な
い
で
ゐ
て

壜
詰
の
も
の
に
酔
い
続
け
て
ゐ
る
気
持
ち
で
こ

こ
に
来
ま
し
た
。

潮
岬
あ
た
り
を
通
る
と
き
、
熊
野
に
来
る
よ

ろ
こ
び
を
覚
へ
ま
し
た
。
勝
浦
も
よ
い
と
こ
ろ

で
す
。

も
う
、
一
夜
こ
こ
で
遊
ん
で
明
日
、
山
（
那

智
山
）
に
登
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
ゐ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
呉
々
も
よ
ろ
し
く

申
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

夏
山
の　

小
山
か
さ
な
り　

垣
な
せ
る

　
　
　
　

入
江
の
朝
を　

漕
げ
る
船
見
ゆ

　
　

６
月
３
日　
　

熊
野
勝
浦
赤
岩
温
泉
に
て

　

牧
水　

― わが町サークル ―
「のかみアスリートクラブ」

私たちは日々、大会に向けて一生懸命練習
に励んでいます。陸上を通していろんなこと
を学び、心身ともに成長しています。

活動場所は紀美野町スポーツ公園多目的運
動広場で練習していますので、興味のある方
は見学に来てください。

■活動日時　毎週土曜日
　　　　　　９時～12時

■会　　長　中屋多加志
紀
美
野
町
人
権
委
員
会
だ
よ
り

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
の
結
果

第
35
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
・

野
上
招
待
サ
ッ
カ
ー
大
会
結
果

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

 

そ
の
百
四
十
八

野
上
を
訪
れ
た
若
山
牧
水（
第
５
話
）
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  学校だより
　『行事が子どもたちの心を育てる』

紀美野町立小川小学校

11 月３日の紀美野町文化祭にて、小川小学校全校
児童で「小川っ子獅子舞」を発表しました。夏休みの
初めにゲストティーチャーを招き、最初のオリエン
テーション。経験があるとは言え、久しぶりの横笛、
獅子頭、天狗の杖と道具を前に、少し緊張が走ります。
でも、ゲストティーチャーの丁寧なご指導のおかげで、
文化祭への道筋が子どもたちにも見えてきます。やり
遂げようとする勢いも増してきます。運動会の後、本
格的に練習が始まりました。休み時間には２階から横
笛の音色が聞こえてきます。日に日に滑らかになり、
力強い音色に変わっていきます。獅子舞や低学年の踊
りも、練習が積み重なるごとに動きが大きくなり、迫
力が増してきます。失敗すると、悔しい顔が垣間見え
ます。いい顔です。そして、また一歩進みます。当日は、
子どもたちみんなが力一杯演技をすることができまし
た。達成感と充足感に満ちた子どもたちの笑顔が見ら
れました。最後には、地域の人たちの「よくやったね」
という言葉がその場に響きました。今までの取り組み
が子どもたちの心を大きく育んできたように感じまし
た。子どもたちに支援していただいたゲストティー
チャー、応援していただいた保護者の皆さま、地域の
皆さまのお力添えに感謝いたします。ありがとうござ
いました。

  天文台だより
　『大型望遠鏡の鏡の銘板』

研究員　硲間拓郎

みさと天文台の大型望遠鏡に使われている鏡の文化
的価値がとても高い、という事を皆さんはご存知で
しょうか。

大型望遠鏡には二度と作られない、匠の技が輝く鏡
が使われています。この鏡は日本一の研磨職人の苗村
敬夫氏が手作業で作った物です。１ｍを超える物は四
国にあと１つあるだけです。更に、超精度で「苗村鏡」
と呼ばれています。

しかし、苗村氏は現在引退されているので新たな苗
村鏡が生まれることはありません。そのような点から
も文化的な価値は高いと言えます。

そんな非常に価値のある鏡の直筆サイン入り銘板が
天文台にやってきました。館内でのお披露目はもう少
し先になりますが、ここで一足先に写真をお見せした
いと思います。展示を始めましたら実物もぜひ見学に
来てください。

７月 25 日
西村製作所にて

11
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
・

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
第
13
回
紀
美
野
町
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
展
示
部
門
で
は
、
保
育
園
児
の
元
気
な

作
品
か
ら
大
人
の
方
々
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

芸
能
発
表
部
門
で
は
、
児
童
生
徒
は
こ
の
日

の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し
た
合
唱
や
ダ
ン
ス

を
披
露
し
、
大
人
の
方
々
は
、
日
ご
ろ
の
取
り

組
み
が
凝
縮
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も

も
、
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
文
化
祭
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、
小
川

地
区
公
民
館
に
て
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
生
け
花
や
陶
芸
等
の
作
品
展
示
や
、
料
理

教
室
・
人
形
劇
・
ナ
ツ
メ
ロ
な
ど
も
あ
り
、
地

区
の
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
た
作
品
展
示
会
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

小川っ子獅子舞

第 13 回紀美野町文化祭

小川地区公民館作品展示会

芸
術
の
秋
を
楽
し
む

　

第
13
回 

紀
美
野
町
文
化
祭
・

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会
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９
月
９
日
か
ら
９
月
15
日
ま
で
の
救
急
医

療
週
間
に
ち
な
ん
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
救
急

業
務
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者

お
よ
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
次
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
車
や
救
急

車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の
災
害
現
場

に
急
行
し
、
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め
に

消
防
活
動
を
し
た
り
、
急
病
人
等
の
応
急
処

置
を
行
い
、
速
や
か
に
病
院
へ
搬
送
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
車
等
は
、
緊
急
時
に
迅
速
に
通
行
す

る
た
め
、
道
路
交
通
法
で
は
「
緊
急
自
動

車
」
と
し
て
、
一
般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し

て
走
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
車
等
が
円
滑
に
緊
急
走
行
で
き
る
よ

う
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
消
防
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
か
つ

赤
色
灯
を
つ
け
て
緊
急
走
行
し
、
接
近
し

て
き
た
場
合
、
一
般
車
両
は
周
囲
の
状
況

に
配
慮
の
う
え
、
速
や
か
に
進
路
を
譲
る

か
、
交
差
点
を
避
け
て
車
両
を
道
路
の
左

側
に
寄
せ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る
場
合
は
、

消
防
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る
こ

と
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
夜
間
等
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し
て

付
近
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

今
年
の
冬
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
火
を
扱
う
上
に
危

険
物
を
燃
焼
さ
せ
る
た
め
、
誤
っ
た
使
用
方

法
が
大
き
な
災
害
に
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
特

に
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

必
ず
灯
油
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
揮
発
性
の
高
い
油
は
、
絶
対
に
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
給
油
時
は
必
ず
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

給
油
は
必
ず
消
火
し
、
火
が
消
え
た
こ
と

を
確
か
め
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

給
油
後
は
、
給
油
口
・
口
金
を
下
に
し
て

油
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
そ
の
場
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

○
不
良
灯
油
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

変
質
灯
油
（
持
ち
越
し
た
油
な
ど
）
や
、

不
純
灯
油
（
水
の
混
じ
っ
た
油
な
ど
）

は
、
異
常
燃
焼
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
や
す
い
物
を
近
く
に
置
い
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
テ
ン
や
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
、
ほ

こ
り
の
多
い
場
所
で
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

低
体
温
と
は
、
深
部
体
温
が
35
℃
以
下
の

状
態
を
い
い
ま
す
。
人
は
体
温
が
下
が
る
と

上
昇
さ
せ
る
た
め
に
体
を
震
え
さ
せ
ま
す
が

深
部
体
温
が
32
℃
以
下
に
な
る
と
震
え
が
と

ま
り
、
体
温
が
急
激
に
低
下
し
ま
す
。
衣
類

が
濡
れ
て
い
る
場
合
は
、
脱
が
し
て
乾
い
た

タ
オ
ル
で
体
を
ふ
い
て
く
だ
さ
い
。
毛
布
な

ど
に
よ
る
保
温
を
行
い
低
体
温
の
悪
化
を
防

ぎ
、
電
気
毛
布
な
ど
を
使
用

し
て
急
激
に
体
温
を
上
昇
さ

せ
る
こ
と
は
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

12
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

10 月の消防の動き
●火災発生件数…１件
【事故種別搬送人員】

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　 内 管 　外 合 　計

急 病 25（1） 25（1）

一 般 負 傷 15 15

交 通 事 故 1 （1） 　 1 （1） 　

そ の 他 ４ ４

合 計 45（2） 45（2）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

１
月
６
日(

日)

で
す

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

消
防
車
・
救
急
車
の
緊
急
走
行
に

ご
理
解
ご
協
力
を

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
の

　
　
　
　
　

取
扱
い
に
ご
注
意
を

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
低
体
温
』

９月６日
ドクターカー

野上厚生総合病院
井上医師

９月 10 日
一日救急隊長

野上厚生総合病院
森谷看護師

野上厚生総合病院から医師および看護師を派遣していただき、
ドクターカーの運用や一日救急隊長として救急車に同乗していただきました。

９月 20 日
ドクターカー

野上厚生総合病院
永井医師
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紀美野町の人口（ ）内は前月比 総人口　8,954人（－13） ［男4,128人（－９） 女4,826人（－４）］

【平成30年10月末現在】 世帯数　4,286世帯（－７）　面積　128.34㎢

10月の人口の動き（平成30年10月 1 日～31日）　転入11人　　転出８人　　出生０人　　死亡16人

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

１日（土） 11時 ～
犬・猫の飼い方講習会【９日（日）・23日（日）】
（譲渡会については火曜日を除いて随時開催） 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489‐6500

７日（金）・20日（木） 移動町長室 美里支所 住民室 495‐3471

総務課 489‐5912

20日（木） 13時 ～ 行政相談【～ 15時】 中央公民館 総務課 489‐5912

美里支所 住民室 495‐3471

その他　行事のおしらせその他　行事のおしらせその他　行事のおしらせ 12月

年末年始の役場、公民館等の予定について
■役場の仕事納めと仕事始め
　　仕事納め　12月28日（金）
　　仕事始め　１月４日（金）
■各公民館、文化センター、体育施設の休館・休場
　　12月29日（土）～１月３日（木）　

■天文台の休館
　　12月27日（木）～１月４日（金）
■コミュニティバスの運休情報
　　12月29日（土）～１月３日（木）
■年末・年始のごみ収集等については、各戸配布を

ご覧ください。

町内の木造住宅を訪問し、無料耐震診断のご案内をしています！
住宅耐震化の事業につきまして、住民の皆さまへのお知らせとお願いです。和歌山県では地震による家屋倒

壊被害を最小限に抑えるため、住宅の耐震改修に補助をおこなっていますが、紀美野町内ではまだまだ住宅の
耐震化が進んでいない状況です。

つきましては、紀美野町では職員が、昭和56年以前に建築された木造住宅（約２，１００戸）を数年かけ
て順次訪問させていただきます。その際に耐震パンフレットをお配りし、無料耐震診断をご案内させていただ
きます。住民の皆様にはご理解とご協力をよろしくお願い致します。

12 月 に 国 木 原 地 区 の お 宅 を 訪 問 さ せ て い た だ き ま す ！
～耐震診断・改修工事のトラブルにご注意ください！～

①役場から業者に委託していませんので、必ず役場職員が訪問します。（必ず紀美野町役場の職員証をお見せします。）
②訪問したときにお金がかかる契約をご案内することは絶対にありません。
③この訪問はあくまで「無料耐震診断のご案内」であり、診断を強要するものではありません。

■問い合わせ　総務課　耐震係　　℡ ０７３‐４８９‐２４３０　Fax ０７３‐４８９‐２５１０

　　　　　　　　突然の大雪に注意しましょう
紀美野町は、太平洋側に近く普段あまり雪が降らない地域ですが、南岸を低気圧が通過する時に雪が降るこ

とがあります。雪に慣れていないため気をつけることは、滑って転ばない、自動車の運転では道路の状況に気
を付けるなどです。大雪となった場合、外出を控えるのが一番ですが、どうしても外出する場合、自動車には
冬用タイヤ、チェーンを装着、徒歩の場合は、滑りにくい履物で転んでも衝撃を和らげるように帽子、手袋、
厚手の防寒着などを着用することも有効です。　雪の災害に対しても「最終的に自分の身は自分で守る」こと
が基本となります。天気予報などの情報を参考に危険を避ける行動をとりましょう。

わがまちの防災情報①

わがまちの防災情報②

※コミュニティバス（ふれあい号）の運行について
積雪、凍結などにより危険を伴う場合は、安全確保のため運行を見合わせることがあります。
ご了承ください。
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平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
岩
谷 

章
央
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。岩

谷
氏
は
、
昭
和
55
年
１
月　

野
上
町

消
防
団
に
入
団
し
、
第
８
分
団
団
員
を
拝

命
。
昭
和
56
年
６
月
か
ら
部
長
、
昭
和
58

年
６
月
か
ら
分
団
長
を
歴
任
し
、
平
成
11

年
５
月
に
野
上
町
消
防
団
副
団
長
に
就

任
、
そ
の
後
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
は
紀

美
野
町
消
防
団
誕
生
に
伴
い
、
紀
美
野
町

消
防
団
副
団
長
に
就
任
、
平
成
22
年
３
月

末
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
30
年
３
か
月

間
、
町
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る

べ
く
地
域
の
防
火
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
退
職
後
は
永
年
に
亘
る
消
防

団
員
の
経
験
を
活
か
し
、
地
域
活
動
に
積

極
的
に
か
か
わ
る
な
ど
益
々
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受
章
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

小
畑
地
区
の
西 

圭
史
氏
が
、
10
月
13

日
～
15
日
に
福
井
県
で
行
わ
れ
た
第
18

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
福
井

し
あ
わ
せ

元
気
大
会

２
０
１
８
」

の
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ

ス
ク
の
部

に
和
歌
山

県
選
手
団

と
し
出
場

し
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
の
人
権
擁
護
委
員 

東
芝 

學

氏
は
、
平
成
13
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

約
17
年
間
に
わ
た
り
、
人
権
相
談
を
始
め

と
す
る
地
域
社
会
に
密
着
し
た
人
権
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
法

務
大
臣
表

彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し

た
。
心
か

ら
お
慶
び

申
し
上
げ

ま
す
。

９
月
22
日
、
紀
美
野
町
神
野
市
場
海

南
警
察
署
神
野
市
場
駐
在
所
前
の
国
道

３
７
０
号
線
上
に
お
い
て
発
生
し
た
交
通

事
故
現
場
で
、
ユ
ニ
ッ
ク
車
を
使
い
事
故

車
両
の
前
部
を
吊
り
上
げ
、
要
救
助
者
を

車
両
の
下
敷
き
か
ら
解
放
す
る
な
ど
い
ち

早
く
人
命
救
助
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
紀
美
野
町
消
防
本
部
消
防
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

中央　西氏、
　右　九鬼町身体障害者会会長

感謝状贈呈者
（左から藤目氏、北谷氏、片平氏）

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
人
権
擁
護
委
員東

芝 

學 

氏
（
小
畑
）

秋
の
叙
勲
　
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　
元
紀
美
野
町
消
防
団

副
団
長
　
岩
谷 

章
央 

氏

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
部
で
活
躍

西 

圭
史
氏

人
命
救
助
協
力
者
に感

謝
状
の
贈
呈

広　告

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐ ２４３０‐９ ９
フリーダイヤル


